
 

CPAT®－H29Version マニュアル 

「CPAT」は，電力中央研究所の登録商標です。（登録番号：第 4843036 号） 

 

●使用できる外部入力量一覧 

ＩＳ 外部変数名 名   称 ＩＳ 外部変数名 名   称 

1 ＴＴ 時 間（秒） 24 ＱＧ 発電機無効電力 

2 ＥＡ 端子電圧 25 ＣＦ 発電機界磁電流 

3 ＥＡＳ 端子電圧設定値 28 ＰＧ／ＥＡ 発電機有効電流 

4 ＥＡ 端子電圧 29 －ＱＧ／ＥＡ 発電機無効電流 

5 ＥＦＳ 界磁電圧初期値 30 ＶＰＹＡＣＴ 加減弁開度（可変速機） 

6 ＥＦ 界磁電圧 31 ＶＰＷＱ 水車流量（ 〃 ） 

7 ＣＣＧ 発電機電流 32 ＶＰＨ 水頭差（ 〃 ） 

8 0 0.0（定数） 33 ＶＰＨＯ 初期水頭差（ 〃 ） 

9 ＡＧ 内部位相角（rad） 34 ＶＰＰＣＹ 
ｻｲｸﾛｺﾝﾊﾞｰﾀ有効電力（可変速機、
系統から流入方向が正） 

10 ＳＧ 回転数偏差 35 ＶＰＱＣＹ 
ｻｲｸﾛｺﾝﾊﾞｰﾀ無効電力 
（  〃   〃    ） 

11 ＴＱＧ 発電機電磁トルク 36 ＶＰＣＦＤ Ｄ軸界磁電流（可変速機） 

12 ＴＱＴ  タービン出力 37 ＶＰＣＦＱ Ｑ  〃  （ 〃  ） 

13 ＣＣＧ 発電機電流 38 ＶＰＣＳＤ 
ｻｲｸﾛｺﾝﾊﾞｰﾀＡＣＲ 
Ｄ軸界磁電流設定値（ 〃  ）

14 ＴＱＴＳ タービン出力初期値 39 ＶＰＣＳＱ 
ｻｲｸﾛｺﾝﾊﾞｰﾀＡＣＲ 
Ｑ  〃     （ 〃  ）

15 ＰＧＳ 発電機有効電力初期値 40 ＶＰＦＲＱ ＤＱ軸回転周波数偏差（〃） 

16 ＱＧＳ 発電機無効電力初期値 41 ＥＡＴ 
発電機変圧器（外部トランス） 
高圧側電圧 

17 ＧＰＦ 発電機定格力率 42 ＱＣＮＴ１ Ｙ法故障シーケンスによる設定

値変更 
18 ＯＭＧ 端子電圧周波数偏差 43 ＱＣＮＴ２ 

19 ＱＧ／ＥＡ 発電機無効電流 46 ＶＰＥＦＱ Ｑ軸界磁電圧（可変速機） 

20 ＥＡ 端子電圧 47 ＣＡＤ Ｄ軸電機子電流 

21 ＯＭＧ 端子電圧周波数偏差 48 ＣＡＱ Ｑ軸  〃 

22 ＣＣＧ 発電機電流 49 ＥＡ3 発電機電圧(３相スカラ平均値) 

23 ＰＧ 発電機有効電力 50 ＣＣＧ3 発電機電流    〃 
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●使用できるブロック要素一覧 

 ※1：S法および GUI は現状では未対応のブロック要素があります 

 

KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

1 

参照

(51) 

 必要 

(出力値)

・積分器(リミッタ有) 

 NF3，NF4 を使用する場合 

 リミッタ上限値=min(初期値 NF3，U) 

     下限値=max(初期値 NF4，L) 

 

リミッタ選択可(通常:non-windup) 

windup はフラグ指定が必要 

3 

 

5 

 

 

6 

 必要 

(出力値)

・一次遅れ要素 

KSB=3：入力１個リミッタ有 

  5：  １個    無 

  6：  １個    有 

       刻み時間 1/4 で積分 

（注）KSB=3，5 で T<DS/2 ならば， 

   KSB=9 とし，DS/2≦T<2DS 

   ならば,KSB=6 に自動的に変更 

   される。 

 

 NF3，NF4 を使用する場合 

 リミッタ上限値=min(初期値 NF3，U) 

     下限値=max(初期値 NF4，L) 

  

リミッタ選択可(通常:non-windup) 

windup はフラグ指定が必要 

7  不要 ・不完全微分要素 

入力１個のみ 

8  不要 ・進み遅れ要素 

入力 1個のみ 

9  不要 ・ゲインリミッタ要素 

入力１個のみ 

 

T＝0.0→Gain＝G 

T≠0.0→Gain＝G/T 

10  不要 ・加算要素 

 

2 個の量の加算 

 

TS 

G 

U 

L 

(NF3) 
↓ 

↑ 
(NF4) 

NF1 

1+TS 

G 
U 

L 

(NF3) 
↓ 

↑ 
(NF4) 

NF1 

GS 
NF1 

1+TS 

1+GS 
NF1 

1+TS 

G 
NF1 

T 
L 

U 

NF1 

NF2 
＋ 
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KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

11  不要 ・ゲイン付加算要素 

 

・入力 4個まで可能 

 

・G，T，U，L で各入力のゲインを指 

定する。 

12  不要 ・乗算要素 

 

・2個の量の乗算 

 

13 

14 

 不要 ・低値優先要素 

 

KSB=13 入力 2（NF1，NF2） 

ゲイン無（G,T,U,L 不要） 

〃 =14 入力 4（NF1～NF4） 

ゲイン有 G,T,U,L で各入力 

のゲインを指定する。 

（KSB=11 と同様） 

15 

16 

 不要 ・高値優先要素 

 

KSB=15 入力 2（NF1，NF2） 

ゲイン無（G,T,U,L,不要） 

〃 =16 入力 4（NF1～NF4） 

ゲイン有（KSB=14 と同じ） 

17  不要 ・非線形要素（不感帯） 

 

U＜x → y＝G（x－U） 

L≦x≦U → y＝0 

x＜L → y＝T（x－L） 

18  不要 ・非線形要素（不感帯） 

 

U＜x → y＝x＋G－U 

L＜x＜U → y＝0 

X≦L → y＝x＋t－L 

19  必要 

(出力値)

・時間遅れ要素 

 

入力が G以下になった時点(t1）より 

t1＋T の時点までは初期値を出し， 

それ以後の出力は Lとなる要素 

G NF1 

T 

U 

L 

NF2 

NF3 

NF4 

＋ 

NF1 

NF2 
× 

L.V.G 
NF2 

NF1 

NF3 

NF4 

H.V.G 
NF2 

NF1 

NF3 

NF4 

NF1 
L 

U 
(x)

G 

T (y)

NF1 L 

U 
(x) 

G 

T 
(y)

NF1 L 
(x) 

G T 

初期値 
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KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

20  不要 ・非線形要素（リミッタ） 

 

x≦G → y＝T 

 

G＜x≦U → y＝    (x－G)＋T 

 

U＜x → y＝L 

21  不要 ・非線形要素 

 

左側より(G,T)，(U,L), 

(X1，Y1)，……と設定する。 

22  必要 

(出力値)

・ヒステリシス要素 

23  不要 ・ルート要素 

 

XGY   

24  不要 ・割算要素 

25  必要 

(Y0) 

・定数要素 

 

初期値のままの値(初期値(X1)+Y0)

が保持される。 

 

26  不要 ・スイッチ回路 

 

L≦x2≦U → y＝x1 

x2＜L 

or  → y＝x3 

U＜x2 

(L－T) 

(U－G) (y)U 
NF1 

T 

G 
L 

(x)

NF1 
(UL) (x) (y)

(GT) 

(X2,Y2) 

(X1,Y1

(X3,Y3) 
(X4,Y4)

U 

NF1 

L 

T 

G 

NF1 
(x) (y)

XG   

X1 NF1 

X2 
(x1) 

(x2) 
NF2 

NF1 
(x1) (y)

NF1 

NF2 

NF3 

(x2) 
(x1)

(x3) 
(y)

4



 

CPAT®－H29Version マニュアル 

 

 

 

KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

27  不要 ・中間値選択 

 

 

28  不要 ・SIN 要素 

 

Y＝SIN(x) 

29  不要 ・COS 要素 

 

Y＝COS(x) 

30  不要 ・小数部切捨て整数化 

 

Y＝INT(x) 

31  不要 ・時間遅れ要素 

 

以下の通り 

32  不要 ・時間遅れ要素 

 

以下の通り 

M.V.G NF2 

NF1 

NF3 

(x)
NF1 SIN(x) 

(y)

(x)
NF1 COS(x) 

(y)

(x)
NF1 INT(x) 

(y)

G
入力>G

t0入力<G t0 t1 t0 

U

L t0＋T t0＋T t1＋T t0＋T 

出力

入力

 遅れ時間 U 

G  T 

L 

NF1 
(x) (y)

出力

G

t0 t1

U

入力

t0 t1 

L 
t0＋T t1＋T t0＋T t1＋T 

 遅れ時間 U 

G  T 

L 

NF1 
(x) (y)
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KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

33  不要 ・再動作禁止要素 

 

以下の通り 

34  不要 ・時間遅れ要素 

 

以下の通り 

35  不要 ・時間遅れ要素 

 

以下の通り 

36  必要 

(出力値)

・無駄時間要素 

51  必要 

(出力値)

KSB=1 参照 

・リミッタ上限＝min{ U，x3 } 

・リミッタ下限＝max{ L，x4 } 

・NF3，NF4 の番号はこのブロック要素 

よりも若番で、NF3，NF4 のブロック 

で初期値設定が必要。 

52  必要 

(出力値)

・ダッシュポット特性要素 

NF1 ありの時 

x1＜0 →入力＝-1.0 として積分 

x1≧0 →y＝x３ 

(L≦y≦U) 

 NF1 なしの時 

x3＜y →入力＝-1.0 として積分 

x3≧y →y＝x３ 

(L≦y≦U) 

注 NF3(X3)は必須 

t0＋T t1＋T 

入力 G

t0 t1

U
L

出力

 禁止時間 U 

G  T 

L 

NF1 
(x) (y)

t0

入力 G
t1 t2 

U
出力

L
t0＋T t1＋T t2＋T 

 遅れ時間 U 

G  T 

L 

NF1 
(x) (y)

入力 G

t0

U

t1 t2 

出力
L

t0＋T t1＋T t2＋T 

 遅れ時間 U 

G  T 

L 

NF1 
(x) (y)

入力

出力

t0

t0＋T

遅れ時間 

T NF1 
(y)

NF1 

(x3) 

(y)

NF3 

NF4 

G 

TS 

U 

L 

(x4) 

NF1 

(x3) 

(y)

NF3 

G 

TS 

U 

L 
(x1)

6



 

CPAT®－H29Version マニュアル 

 

 

 

KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

53  不要 ・AND 回路 

 

x1＞0.0 かつ x2＞0.0 の時 Y＝1.0 

その他の時 Y=0.0 

54  不要 ・OR 回路 

 

x1＞0.0 もしくは x2＞0.0 の時 Y＝1.0 

その他の時 Y=0.0 

55  不要 ・NOT 回路 

 

x1＞0.0 の時 Y＝0.0 

その他の時 Y=1.0 

56  不要 ・周期サンプルホールド 

T：サンプリング時間 

57  必要 

(出力値)

・周期サンプルホールドディレイ 

T：サンプリング時間，ディレイ時間 

58  不要  

59  不要  

 

AND 
 

NF1 
(x1)

(y)
NF2 

(x2)

 

OR 
 

NF1 
(x1)

(y)
NF2 

(x2)

 

NOT 
 

NF1 
(x) (y)

y

t T

G*X  
サンプル 
ホールド 

 

NF1 
(y)(x)

サンプル 
ホールド 
ディレイ 

NF1 
(y)(x)

2221 XX   

NF1 
(x1)

(y)
NF2 

(x2)

NF1 
(x1)

(y)度
NF2 

(x2)

1

21tan
X

X  

y

t 

G*X 

T T
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KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

60  必要 

(出力値)

・リセット入力をもつ積分器 

 

NF2=1 に立ち上がった時、リセ

ットする。 

（初期値） 

61  不要 NF1≦0 y=ｘ2 

NF1＞0 y：前値保持 

 

62 

 

不要 T：周期 

 

 

・入力ｘの値によりパルス幅ｔが

変化する。 

 

 

63  

 
NF1 U 

L (x) (y)

T
xG

不要 ・指数演算要素 

Ｇ：ゲイン 

Ｔ：指数 

Ｕ，Ｌ：リミッタ値 

64  

 

必要 ・フリップフロップ 

G ：Set･Reset のしきい値 

T  ：T≧0で Set 信号優先 

     T＜0 で Reset 信号優先 

U  ：Set 信号 ON 時の出力値 

L  ：Reset 信号 ON 時の出力値 

 

65  

 

必要 ・可変時定数一次遅れ 

NF5：時定数外部入力 

NF7：上限値の外部入力 

NF8：下限値の外部入力 

T2 ：時定数 

U2 ：上限値 

L2 ：下限値 

 

NF1 G 

TS 

U 

L 

NF2 

HOLD ｙ NF2 

NF1 

1 

 
 
0 

← →  Ｔ 

←→ t 

1

0

x 
x NF1 ｔ

=ｘ 
T 

 

 
 

NF1 

(y)
NF2 

Set 

Reset 

Q 

NF1 
1 

1 + T2 s 

U2

L2 
(y)

NF7 

NF8 

NF5 
(t) 

(Set)

(Reset) 

(u) 

(l) 
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KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

66  

 

不要 ・変化率制限 

NF5：増方向レート外部入力[1/分] 

NF6：減方向レート外部入力[1/分] 

NF7：上限値の外部入力 

NF8：下限値の外部入力 

G2 ：増方向レート[1/分] 正値 

T2 ：減方向レート[1/分] 負値 

U2 ：上限値 

L2 ：下限値 

 

67  

 

必要 ・ＰＩ制御 

NF7：上限値の外部入力 

NF8：下限値の外部入力 

G2 ：比例ゲイン  

T2 ：積分時定数 

U2 ：上限値 

L2 ：下限値 

 

68  

 

不要 ・レート付スイッチ 

NF3：入力信号の選択スイッチ 

   OFF:x1  ON:x2 

NF5：レート１の外部入力[1/分] 

NF6：レート２の外部入力[1/分] 

G1 ：NF3 の ON,OFF 切替しきい値 

G2 ：レート１[1/分] 正値 

T2 ：レート２[1/分] 負値 

 

 

69  

 

不要 ・外部ファイルデータ入力 

NF2：出力テーブル選択 

G  ：テーブルデータ入力機番 

（機番 81～98） 実数値で指定 

T  ：出力データ補間種別 

0:直線近似 1:前ﾃｰﾌﾞﾙ値保持 

U  ：テーブルデータ読込方法 

0:シーケンス入力 

1:リワインド入力 

 

NF1 
＜ U2

L2 
(y)

NF7 

NF8 

NF6 

＞ 

NF5 

NF1 ＰＩ 
U2

L2 
(y)

NF7 

NF8 

NF2 

Off 

(y)

NF5 

NF6 

NF1 

NF3 

On 

NF2 (y)

NF1 

x 

k 

y 

(u)

(l)

(増ﾚｰﾄ) 

(減ﾚｰﾄ) 

(u)

(l)

(ﾚｰﾄ 1) 

(ﾚｰﾄ 2) 

(x1)

(x2)

(x) 

(k) 

(On/Off) 
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KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

70  不要 ・リミッタ付不完全微分要素 

入力１個のみ 

 

T＝0.0 : 入力不可 

 

 

 

71  不要 ・リミッタ付進み遅れ要素 

入力１個のみ 

 

リミッタ選択可(通常:non-windup) 

Windup はフラグ指定が必要 

 G≦0.0 : 入力不可 

 T≦0.0 : 入力不可 

72  必要 ・リミッタ付 PID 制御 1 

入力１個のみ 

 

リミッタ選択可(通常:non-windup) 

Windup はフラグ指定が必要 

T1＝0.0 : 入力不可 

G1＝0.0 : リミッタ選択可の PI 制

御として動作（通常:non-windup） 

 

 

73  必要 ・リミッタ付 PID 制御 2 

入力１個のみ 

 

リミッタ選択可(通常:non-windup) 

windup はフラグ指定が必要 

T1＝0.0 または G1=0.0  

: リミッタ選択可の PI 制御として

動作（通常:non-windup） 

T2＝0.0 : 入力不可 

 

 

74  不要 ・2次伝達関数要素 

入力１個のみ 

 

U のみ 0.0 入力不可 

 

 

75  不要 ・指数関数要素 

 

NF1：基数 X1 

NF2：指数 X2 

 

 

 

 

L 

U 

GS 
NF1 

1+TS 

L 

U 
1+GS 

NF1 
1+TS 

U1 

T2 
NF1 

S 

G1S

1+T1S
G2 + + 

L1 

U1 

G2 NF1 

T2S 

G1T1S

G1+T1S
G2 + 

L1 

( )) ( 

GS2+TS+1 
NF1 

US2+LS+1 

NF1 

NF2 
X1

X2 
X2

X1

1+ 
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KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

76  不要 ・スイッチ回路要素 

入力 4個 

 

X1 ＜ T        → y = X2 

T   ≦ X1 ＜ U → y = X3 

U   ≦ X1 ＜ L → y = X4 

L   ≦ X1      → y = G 

 

 

KSB ブ ロ ッ ク 図 初期値 機     能 

100 

 

199 

 不要 ノード，発電機諸量 

 

200 

 

299 

 不要 ブランチ諸量 

 

KSB によって以下となる。 

201 NF 側 P 

202 NF 側 Q 

203 NT 側 P 

204 NT 側 Q 

251 

252 

253 

254 

 

 

NF1 

NF2 NF3 NF4 

X1 

X2 X3 X4 

ノード・発電機 
諸  量 

(y) 

～

～

NF→NT が正 

NT→NF が正 

上記の初期値 

ブランチ 

諸  量 
(y) 
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